
「取り組んでいる」は８割　

リスクアセスメントは３６％が実施
２０１１年「労働災害防止対策等重点調査」　厚生労働省発表
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　宿泊業、飲食サービス業の８割が受動喫煙防止対策

に取り組んでいる 。厚生労働省が瀾月烙日に発表
した淹濤涅涅年「労働災害防止対策等重点調査」で示され
た。リスクアセスメントやメンタルヘルスケアの取り

組み状況も含めて同調査の結果を紹介する。

受動喫煙防止対策に関する事項

　職場の受動喫煙防止対策に取り組んでいる事業所の

割合は涸渕．淆％（淹濤濤淦年調査淦涵．涵％）となっている。事
業所規模別にみると、規模の大きい事業所ほどその割

合が高く、煥人以上のすべての規模で狠％を超えてお
り、瀾～焙人規模の事業所でも涸濤．涅％が取り組んでい
る。産業別に見ると宿泊業、飲食サービス業は涸渕．涅％
で、全体平均をやや下回っている。

　受動喫煙防止対策に取り組んでいる事業所のうち、

「全面禁煙を実施している」事業所は渕濤．淦％となって
いる。「空間分煙を実施している」、または「上記以

外の何らかの対策を実施している」事業所は涵涸．淹％と
なっており、その取り組み内容（複数回答）としては、

「喫煙コーナーを設け、それ以外は禁煙にしている」

が涵淆．淇％と最も多く、次いで「喫煙室を設け、それ以
外は禁煙にしている」（渕淦．渊％）、「会議、研修の場所
を禁煙にしている」（淹淆．淆％）となっている。
　また、職場の受動喫煙を防止するための取り組みに

ついて問題があるとする事業所は渕渊．渊％となってお
り、その問題点（複数回答）を見ると、「排気する装

置などでたばこ煙の漏洩を完全に防ぐことが困難であ

る」が渊涅．涅％と最も多く、次いで「顧客に喫煙をやめ
させるのが困難である」（渕淦．淆％）、「受動喫煙に対す
る喫煙者の理解が得られない」（渕濤．淹％）となっている。

リスクアセスメントの実施状況

　リスクアセスメントを実施している事業所の割合は

渊淇．涵％（瀲年調査渕渕．涸％）だった。事業所規模が大き
くなるほど高く、涵濤濤濤人以上の事業所規模では涸濤．渊％
となっている。宿泊、飲食サービス業は渕淇．濤％。
　リスク情報の更新の頻度については、「１年に２回

以上」（渕涅．濤％）が最も多い。次いで「不定期」（淹淦．
渊％）、「作業方法や設備の新設・変更の都度」（淹濤．濤
％）となっている。

メンタルヘルスケアの取り組み状況

　メンタルヘルスケアに取り組んでいる事業所の割合

は渊渕．淇％（瀘年調査渕渕．淇％）だった。事業所規模が大
きくなるほど高く、渕濤濤人以上の規模では狠％を超え
ている。宿泊、飲食サービス業は渊涅．涅％。
　その取り組み内容（複数回答）は、「労働者への教

育研修・情報提供」が渊渕．涸％と最も多い。次いで「管
理監督者への教育研修・情報提供」（渊淹．涸％）、「社内
のメンタルヘルスケア専用窓口の設置」（渕淦．濤％）とな
っている。


